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本
稿
は
、
王
充
の
歴
史
意
識
に
つ
い
て
の
考
察
を
意
図
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

い

か

に
想
念
さ
れ
て
い
た
か
を
瞥
見
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

前
も
っ
て
、
彼
に
前
後
す
る
後
漢
初
期
に
歴
史
が

一 1一

　
後
漢
光
武
帝
劉
秀
が
そ
の
勢
力
を
形
成
し
た
過
程
で
は
、
劉
氏
な
い
し
劉
秀
が
天
下
を
得
る
こ
と
を
示
唆
す
る
、
「
劉
秀
発
兵
捕

不
道
、
卯
金
修
徳
為
天
子
」
等
々
と
い
う
図
識
が
利
用
さ
れ
（
『
後
漢
書
』
本
紀
そ
の
他
）
、
そ
し
て
図
識
へ
の
関
心
は
、
「
初
光
武

善
識
、
及
顕
宗
・
粛
宗
、
因
祖
述
焉
。
自
中
興
之
後
、
儒
者
争
学
図
緯
、
兼
復
附
以
妖
言
。
」
（
『
後
漢
書
』
張
衡
伝
）
と
い
う
ご
と

く
、
明
帝
・
章
帝
に
も
継
承
さ
れ
た
。
光
武
帝
の
泰
山
封
禅
（
建
武
三
二
年
）
の
際
の
刻
石
の
文
（
『
続
漢
書
』
祭
祀
志
上
、
な
お

『
続
漢
書
』
張
純
伝
に
よ
れ
ば
張
純
の
筆
に
成
る
）
に
引
か
れ
た
「
河
図
会
昌
符
」
そ
の
他
に
は
、
「
赤
漢
徳
興
、
九
世
会
昌
」
な
ど

と
、
火
徳
の
漢
朝
の
、
高
祖
九
世
の
後
商
た
る
劉
秀
が
正
統
の
天
子
で
あ
る
こ
と
を
謳
っ
て
い
る
。

　
劉
秀
政
権
樹
立
に
利
用
さ
れ
、
後
漢
初
期
に
盛
行
し
た
図
識
の
説
は
、
歴
史
意
識
と
い
う
問
題
関
心
か
ら
見
る
な
ら
ば
、
歴
史
に



予
言

あ
る
い
は
予
定
を
識
の
形
式
で
持
ち
込
み
、
そ
れ
を
介
し
て
、
決
定
論
、
い
い
か
え
れ
ば
必
然
論
の
杭
を
歴
史
に
打
ち
こ
も
う

と
す
る
も
の
、
と
い
え
よ
う
。
前
漢
儒
教
以
来
の
循
環
論
（
三
統
説
・
五
徳
説
・
忠
敬
文
説
等
）
や
尚
古
思
想
が
非
歴
史
的
歴
史
意
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識
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
私
は
先
に
論
じ
た
が
、
図
識
説
的
決
定
論
も
ま
た
、
人
の
主
体
的
作
為
の
及
び
え
ぬ
い
わ
ば

超
越

的
必
然
性
を
、
歴
史
の
な
か
に
虚
構
す
る
点
に
お
い
て
、
非
歴
史
的
に
歴
史
を
想
念
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
図
識
と
は

聖
人

が
後

世
に
遺
し
た
も
の
、
と
主
張
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
図
識
説
的
決
定
論
は
、
漢
王
朝
を
、
聖
人
に
よ
っ
て
予

言

さ
れ
た
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
聖
な
る
も
の
と
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　
班

固
の
父
、
班
彪
が
、
天
水
の
随
鷺
に
従
っ
て
い
た
と
き
、
隅
鴛
と
の
問
答
を
動
機
と
し
て
著
し
た
「
王
命
論
］
（
『
漢
書
』
叙

伝
・
『
文
選
』
巻
五
二
）
も
ま
た
、
決
定
論
的
立
場
を
と
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
論
」
で
班
彪
は
、
稜
・
契
お
よ
び
尭
の
子
孫
が
、

湯
・
武
・
漢
高
祖
に
至
っ
て
天
下
を
有
し
た
こ
と
を
い
い
、
「
帝
王
之
昨
」
は
、
遠
祖
以
来
の
「
徳
」
「
業
」
の
累
積
を
前
提
と
す
る

も
の
、
「
然
後
精
誠
通
於
神
明
、
流
沢
加
於
生
民
、
故
能
為
鬼
神
所
福
饗
、
天
下
所
帰
往
」
、
と
し
、
そ
う
で
な
く
し
て
「
屈
起
し
て
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此
の
位

に
在
る
を
得
る
者
」
を
見
ぬ
、
「
神
器
有
命
、
不
可
以
智
力
求
也
」
と
説
く
。
そ
し
て
、
「
夫
餓
饅
流
隷
、
飢
寒
道
路
、
…
所

願
不

過
一
金
、
然
終
於
転
死
溝
墾
、
何
則
、
貧
窮
亦
有
命
也
」
、
と
の
宿
命
論
、
あ
る
い
は
有
命
論
に
拠
り
つ
つ
、
「
況
乎
天
子
之
貴
、

四
海

之
富
、
神
明
之
柞
、
可
得
而
妄
処
哉
」
と
論
ず
る
。
歴
代
の
王
朝
を
古
帝
王
・
古
英
雄
の
苗
商
と
す
る
系
譜
は
、
『
史
記
』
本

紀
・
世
表
に
も
見
ら
れ
る
ご
と
く
、
前
漢
中
期
ま
で
に
す
で
に
構
成
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
系
譜
化
は
更
に
、
漢
の
劉
氏
を
尭
の
後

と
す
る
説
を
も
生
ん
だ
（
『
漢
書
』
睦
弘
伝
に
見
え
る
の
が
最
も
早
い
）
。
班
彪
は
、
こ
う
し
た
説
を
ふ
ま
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
天

子

た
る
べ
き
人
は
か
か
る
特
定
の
世
系
に
限
ら
れ
て
い
る
と
す
る
有
命
論
、
そ
の
意
味
で
の
決
定
論
に
立
ち
、
劉
氏
を
支
持
す
る
と

と
も
に
、
陳
鴛
の
ご
と
き
、
新
か
ら
後
漢
初
に
か
け
て
台
頭
し
た
新
勢
力
を
牽
制
し
よ
う
と
し
た
。
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「
王

命

論
」
は
、
右
の
よ
う
に
｝
面
で
は
有
命
論
に
立
つ
が
、
他
面
、
祖
先
の
徳
業
が
子
孫
に
栄
達
・
繁
栄
を
も
た
ら
す
と
す
る
、

そ

の

意
味
で
の
応
報
論
的
思
考
を
も
含
む
。
本
来
的
に
は
個
人
レ
ベ
ル
で
発
想
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
の
両
者
が
、
班
彪
の
場
合
、
王

朝
・
天
子
と
い
う
国
家
レ
ベ
ル
の
事
柄
に
結
合
さ
れ
、
有
命
論
的
決
定
論
に
よ
っ
て
王
朝
の
位
置
を
正
当
化
す
る
こ
と
と
、
応
報
論

に
よ
っ
て
決
定
論
を
根
拠
づ
け
る
こ
と
と
が
な
さ
れ
て
い
る
。
帝
王
た
る
べ
き
「
命
」
は
、
遠
祖
の
徳
業
へ
の
応
報
に
起
因
し
、
そ

れ

故
、
特
定
の
世
系
の
み
が
こ
の
「
命
」
を
享
受
す
べ
く
決
定
さ
れ
て
い
る
、
と
す
る
の
で
あ
る
。
「
王
命
論
」
の
所
説
は
応
報
論

の

面
を
持
つ
こ
と
に
お
い
て
は
図
識
説
的
決
定
論
と
異
な
る
が
、
し
か
し
、
応
報
を
天
子
の
世
系
の
特
定
化
と
い
う
観
点
か
ら
説
い

て
い

る
の
は
、
図
識
説
に
よ
る
王
朝
の
神
聖
化
を
む
し
ろ
補
強
し
て
い
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
班
彪
の

「
後

伝
」
を
継
い
で
作
ら
れ
た
班
固
の
『
漢
書
』
が
、
「
漢
帝
本
系
、
出
自
唐
帝
」
（
高
帝
紀
賛
）
と
し
、
か
つ
漢
を
火
徳

と
す
る
見
地
に
よ
る
断
代
史
で
あ
る
こ
と
は
、
改
め
て
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
し
て
彼
の
「
東
都
賦
」
（
『
後
漢
書
』
本
伝
・
『
文
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選
』
巻
一
）
は
、
『
漢
書
』
に
記
さ
れ
て
い
る
時
代
の
後
、
「
聖
皇
」
（
光
武
帝
）
が
「
乾
符
」
「
坤
珍
」
「
皇
図
」
「
帝
文
」
に
か
ん
が

み
て
挙
兵
し
、
「
唐
統
を
系
ぎ
、
漢
緒
を
接
け
」
た
と
し
、
更
に
建
武
：
永
平
の
治
世
の
こ
と
に
及
ん
で
い
る
。
こ
こ
で
は
、
図
識

と
劉
氏
尭
後
説
と
に
よ
っ
て
、
劉
氏
の
天
下
恢
復
の
必
然
性
が
主
張
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
「
典
引
」
（
『
後
漢
書
』
本
伝
・

『
文

選
』
巻
四
八
）
で
は
、
宇
宙
・
万
物
の
始
源
か
ら
筆
を
起
こ
し
、
氏
号
あ
る
最
初
の
君
主
と
し
て
の
太
昊
（
伏
義
）
、
そ
し
て
陶

唐
以

来
漢
劉
に
至
る
ま
で
を
述
べ
、
尭
を
継
い
だ
火
徳
の
「
聖
漢
」
の
「
正
統
」
、
「
高
（
祖
）
光
（
武
）
二
聖
」
「
四
宗
（
文
・

武
・
宣
・
明
四
帝
こ
の
徳
を
力
説
す
る
。
こ
れ
は
、
『
漢
書
』
の
時
代
の
遥
か
前
に
遡
り
つ
つ
漢
朝
の
出
現
の
必
然
性
を
証
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
「
典
引
」
に
は
、
「
天
乃
帰
功
元
首
（
尭
）
、
将
授
漢
劉
、
…
故
先
命
玄
聖
、
使
綴
学
立
制
、
宏
亮
洪
業
、

…
」
と
も
い
う
が
、
玄
聖
と
は
、
『
文
選
』
李
善
注
や
『
後
漢
書
』
章
注
が
「
春
秋
演
孔
図
」
を
引
い
て
い
う
と
お
り
孔
子
を
指
し
、
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こ
れ
は
、
「
纏
孔
佐
之
弘
陳
紅
聡
孫
蹴
縮
醐
麟
余
」
「
孔
猷
先
命
、
聖
孚
也
」
の
語
と
と
も
に
、
孔
子
が
漢
の
た
め
に
制
を
立
て
た
と
す
る
も

の

で

あ
る
。
こ
れ
も
図
識
説
に
依
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
「
図
書
亮
章
、
天
哲
也
」
と
い
う
所
に
も
見
ら
れ
る
。
董
仲
紆
以
来
の

漢

代
春
秋
公
羊
学
の
い
わ
ゆ
る
「
新
王
」
説
に
図
識
説
を
導
入
し
、
漢
朝
を
聖
人
孔
子
に
よ
っ
て
予
知
さ
れ
た
も
の
と
す
る
の
で
あ

％
の
ち
何
休
の
『
春
秋
公
羊
解
詰
』
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
が
・
こ
こ
で
も
決
定
論
的
観
点
か
ら
歴
史
が
考
え
ら
れ
て
い
る
・

　
漢
王
朝
は
班
固
に
お
い
て
、
火
徳
に
し
て
尭
の
後
商
な
る
由
緒
に
立
ち
、
図
議
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
孔
子
に
よ
っ
て
予
知
さ
れ
た
、

そ
の

意
味

で
聖
な

る
も
の
と
し
て
、
そ
の
位
置
を
正
当
化
さ
れ
た
。
先
に
述
べ
た
決
定
論
‖
必
然
論
の
杭
は
、
最
も
明
確
な
形
で
歴

史
に
打
ち
こ
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
左
氏
学
派
の
買
達
が
、
章
帝
の
初
め
条
奏
し
て
、
「
…
五
経
家
皆
無
以
証
図
識
、
明
劉
氏
為
尭
後
者
、
而
左
氏
独
有
明

文
」
と
い
い
、
ま
た
、
尭
と
漢
が
火
徳
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
の
も
左
氏
の
み
、
と
主
張
し
た
（
『
後
漢
書
』
本
伝
）
の
も
、
以
上

に
見
た
ご
と
き
後
漢
初
期
の
図
識
説
が
ら
み
の
漢
王
朝
観
に
、
左
氏
学
を
融
合
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
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二

　
「
（
班
）
固
年
十
三
、
王
充
見
之
、
附
其
背
、
謂
彪
日
、
此
児
必
記
漢
事
」
と
、
謝
承
『
後
漢
書
』
（
『
後
漢
書
』
班
固
伝
章
注
引

く
）
に
い
う
の
は
、
恐
ら
く
虚
構
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
王
充
が
京
師
で
班
彪
に
師
事
し
た
と
い
う
『
後
漢
書
』
王
充
伝
の
記
事
ま

で
疑

う
要
は
あ
る
ま
い
。
そ
れ
を
裏
書
き
す
る
よ
う
に
、
王
充
は
『
論
衡
』
で
、
班
彪
・
班
固
の
こ
と
に
し
ば
し
ば
言
及
し
、
彼
ら



父
子
を
称
揚
し
て
も
い
る
。
そ
れ
は
、
個
人
的
な
繋
が
り
を
語
る
だ
け
で
な
く
、
何
ら
か
思
想
的
な
共
通
点
の
存
在
を
も
示
唆
す
る

で

あ
ろ
う
。
し
か
し
ま
た
、
「
論
衡
者
、
所
以
詮
軽
重
之
言
、
立
真
偽
之
平
」
（
対
作
）
と
自
負
し
た
王
充
の
こ
と
、
班
氏
父
子
、
更

に

は

時
代
の

風
潮
に
対
し
て
独
自
な
姿
勢
が
、
歴
史
へ
の
見
方
に
も
存
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
問
題
を
考
え
る
上
で
重
要

な
の
は
、
彼
の
命
定
論
と
大
漢
（
宣
漢
）
論
と
で
あ
る
。
（
以
下
、
『
論
衡
』
の
テ
キ
ス
ト
は
中
華
書
局
新
編
諸
子
集
成
所
収
黄
暉

『
論
衡
校
釈
』
〈
附
劉
粉
遂
集
解
〉
に
よ
る
が
、
句
読
に
つ
い
て
は
同
書
に
従
わ
ぬ
場
合
も
あ
る
。
）

　
王
充

が
、
万
物
の
存
在
・
運
動
を
「
気
」
の
概
念
を
も
っ
て
説
明
し
た
こ
と
は
、
改
め
て
い
う
ま
で
も
な
い
。
彼
は
、
人
間
は

「
気
」
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
お
り
、
人
の
「
命
」
も
ま
た
「
気
」
の
発
現
の
結
果
だ
と
し
た
。
「
命
」
は
「
死
生
寿
天
之
命
」
と

「
貴
賎
貧
富
之
命
」
と
（
命
祓
）
に
分
か
た
れ
る
が
、
そ
の
い
ず
れ
も
、
人
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
与
え
ら
れ
た
「
気
」
に
も
と
つ
く
、

と
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
運
命
が
先
天
的
に
決
定
さ
れ
て
あ
る
と
す
る
命
定
論
で
あ
り
、
必
然
論
で
あ
る
。
し
か
も
彼
に
よ
れ
ば
、

「
命
」
は
「
自
然
之
気
」
（
初
稟
）
の
発
現
で
あ
り
、
「
命
」
を
決
定
す
る
主
体
（
作
為
者
）
は
い
か
な
る
意
味
で
も
設
定
さ
れ
て
お

ら
ず
、
個
人
の
運
命
の
変
動
や
個
人
間
の
運
命
の
差
異
に
つ
い
て
も
規
則
性
が
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
故
、
人
の
「
命
」
は
無

規
則
的
で
、
人
に
と
り
予
測
も
変
更
も
な
し
え
ぬ
、
不
可
知
的
、
偶
然
的
な
も
の
と
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
彼
の
必
然
論
的
運
命
観
は
、
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同
時
に
、
偶
然
論
的
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
必
然
性
が
、
「
気
」
の
「
自
然
」
な
は
た
ら
き
と
し
て
想
念
さ
れ
、
か
つ
人
の
知
識
や

行

為
の
外
側
に
あ
る
と
さ
れ
る
こ
と
で
、
偶
然
性
に
帰
結
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
命
」
の
禍
福
は
、
か
か
る
必
然
ー
偶
然
性
（
「
自

然
」
性
）
の
も
と
に
あ
る
か
ら
、
入
の
資
質
・
才
能
や
、
行
為
の
是
非
と
は
無
関
係
と
さ
れ
る
。

　
右
は
王
充
の
運
命
論
と
し
て
周
知
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
「
命
」
の
概
念
を
、
彼
は
国
家
（
王
朝
）
の
歴
史
に
も
適
用
し
た
。
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治
期
篇
に
、
古
今
の
論
者
の
「
古
人
君
賢
、
則
道
徳
施
行
、
施
行
則
功
成
治
安
、
人
君
不
肖
、
則
道
徳
頓
廃
、
頓
廃
則
功
敗
治
乱
」

な

る
説
に
つ
い
て
、
「
如
実
論
之
、
命
期
自
然
、
非
徳
化
也
」
と
し
て
こ
れ
を
否
定
し
、
論
者
た
ち
は
「
拠
効
而
定
賢
」
、
す
な
わ
ち

結
果
論
に
立
っ
て
、
「
民
治
国
安
者
、
賢
君
之
所
致
、
民
乱
国
危
者
、
無
道
之
所
為
也
」
と
す
る
が
、
実
は
、
「
教
之
行
廃
、
国
之
安

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

危
、
皆
在
命
時
、
非
人
力
也
」
、
と
い
う
。
国
家
の
治
乱
安
危
は
、
「
命
」
、
そ
し
て
そ
れ
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
「
時
」
「
期
」
に
も

と
つ
く
も
の
、
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
か

く
国
家
レ
ベ
ル
に
適
用
さ
れ
た
も
の
と
し
て
の
「
命
」
は
、
同
じ
く
治
期
篇
に
「
夫
世
乱
民
逆
、
国
之
危
殆
災
害
、
繋
於
上

天
」
と
い
う
よ
う
に
「
上
天
」
に
関
係
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
命
義
篇
に
「
国
命
繋
於
衆
星
、
列
宿
吉
凶
、
国
有
禍
福
、
衆

星
推

移
、
人
有
盛
衰
」
と
い
う
、
「
衆
星
」
に
繋
が
る
と
こ
ろ
の
「
国
命
」
に
当
た
る
。
王
充
が
、
人
の
「
命
」
を
「
気
」
に
帰
す

る
な
か
で
、
い
わ
ゆ
る
「
貴
賎
貧
富
之
命
」
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
「
衆
星
」
に
結
合
し
た
こ
と
、
同
篇
に
、

　
　
至
於

富
貴
、
所
稟
猶
性
、
所
稟
之
気
、
得
衆
星
之
精
。
衆
星
在
天
、
天
有
其
象
、
得
富
貴
象
則
富
貴
、
得
貧
賎
象
則
貧
賎
。
…

　
　
天
有
百

官
、
有
衆
星
、
天
施
気
而
衆
星
布
精
、
天
所
施
気
、
衆
星
之
気
傾
纈
贈
在
其
中
　
。
人
稟
気
而
生
、
含
気
而
長
、
得
貴
則

　
　
貴
、
得
賎
則
賎
。

と
い
う
ご
と
く
で
あ
る
。
「
国
命
」
が
「
上
天
」
の
「
衆
星
」
に
繋
が
る
と
い
う
の
は
、
か
よ
う
に
「
衆
星
之
精
」
に
よ
っ
て

「
命
」
を
規
定
さ
れ
た
個
々
人
の
、
そ
の
集
合
と
し
て
の
国
家
を
考
え
、
個
々
人
の
「
命
」
の
総
和
と
し
て
国
家
全
体
の
「
命
」
を

想

定
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
一
国
中
の
多
数
の
人
び
と
が
、
災
害
や
戦
争
に
際
会
し
、
こ
と
ご
と
く
同
一
の
運
命
（
死
な

ど
）
に
逢
着
す
る
場
合
に
関
し
て
は
、
「
国
命
勝
人
命
、
寿
命
勝
緑
命
」
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
し
か
し
、
「
国
命
」
が
個
々
の

一 6一



「
人

命
」
の
総
和
で
あ
る
に
止
ま
ら
ず
、
そ
れ
を
超
え
る
性
質
を
持
つ
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
後
に
再
び
触
れ

た
い
（
注
1
2
参
照
）
。

　
さ
て
、
国
家
の
治
乱
安
危
は
「
命
」
に
も
と
つ
く
と
す
る
命
定
論
に
従
え
ば
、
王
充
自
身
の
時
代
の
王
朝
と
し
て
の
漢
も
、
当
然

に
天
下
の
支
配
者
た
る
べ
き
「
自
然
」
な
る
「
命
」
を
有
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
か
よ
う
な
考
え
方
は
、
歴
史
－
具
体
的
に
は
王

朝
国
家
の
治
乱
興
廃
i
を
、
必
然
の
（
同
時
に
ま
た
偶
然
の
）
「
命
」
に
属
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
こ
で
は
、
現
在

の
王

朝
の
位
置
が
、
「
命
」
（
な
い
し
「
時
」
「
期
」
）
と
い
う
、
人
為
の
外
側
に
あ
る
も
の
に
も
と
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
正

当
化
さ
れ
る
。
命
義
篇
に
「
項
羽
用
兵
過
於
高
祖
、
高
祖
之
起
、
有
天
命
焉
」
と
い
う
の
も
、
漢
朝
に
右
の
様
な
意
味
で
の
「
命
」
が

あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
特
に
恢
国
篇
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
　
儒
者

論
日
、
王
者
推
行
道
徳
、
受
命
於
天
。
論
衡
初
稟
、
以
為
王
者
生
稟
天
命
。
性
命
難
審
、
且
両
論
之
。
…
如
儒
者
之
言
、

　
　
五
代
醜
噸
夏
皆
一
受
命
、
唯
漢
独
再
、
此
則
天
命
於
漢
厚
也
。
如
審
論
衡
之
言
旛
艀
繊
渉
、
生
稟
自
然
、
此
亦
漢
家
所
稟
厚
也
。

と
、
儒
家
の
説
と
自
説
を
比
較
し
つ
つ
、
自
説
が
、
漢
朝
の
位
置
の
正
統
性
を
、
「
自
然
」
な
る
「
気
」
、
そ
の
発
現
と
し
て
の

「
命
」
、
と
い
う
思
考
回
路
で
証
明
し
う
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
王
充
に
お
け
る
「
天
」
は
物
質
的
な
天
空
で
あ
る

が

（談

天
・
説
日
・
自
然
等
）
、
「
天
之
動
行
也
、
施
気
也
」
（
自
然
）
等
々
と
い
い
前
引
の
命
義
篇
の
文
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

そ
れ
は

「
気
」
の
流
出
す
る
根
源
で
あ
る
か
ら
、
右
の
よ
う
な
、
「
気
」
の
概
念
に
媒
介
さ
れ
た
、
儒
家
の
と
は
異
質
の
、
独
自
の

「
天
命
」
説
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
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王
充
の

い

わ

ゆ
る
大
漢
（
宣
漢
）
論
も
ま
た
、
「
気
」
の
概
念
の
展
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
自
然
篇
に
も
、
「
夫
今
之
天
、
古
之

天

也
、
非
古
之
天
厚
、
而
今
之
天
薄
也
」
と
、
「
気
」
の
根
源
と
し
て
の
「
天
」
が
古
今
等
質
で
あ
る
こ
と
を
い
う
が
、
特
に
こ
の

問
題
を
専
論
し
て
い
る
の
は
、
周
知
の
ご
と
く
斉
世
篇
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
王
充
は
、

　
　
上
世
之

天
、
下
世
之
天
也
。
天
不
変
易
、
気
不
改
更
。
…
一
天
一
地
、
並
生
万
物
、
万
物
之
生
、
倶
得
一
気
、
気
之
薄
渥
、
万

　
　
世
若
一
。

す
な

わ

ち
、
「
天
」
「
地
」
そ
し
て
「
気
」
は
、
古
今
を
通
じ
時
間
的
に
等
質
、
不
変
で
あ
る
と
し
、
そ
こ
か
ら
、
「
ヒ
世
之
民
、
下

世
之
民

也
、
倶
稟
元
気
。
元
気
純
和
、
古
今
不
異
、
則
稟
以
為
形
体
者
、
何
故
不
同
。
…
」
と
い
う
、
「
気
」
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ

る
人
の
、
生
理
的
な
面
で
の
時
間
的
等
質
性
を
抽
き
出
し
、
更
に
、
「
止
世
之
人
、
所
懐
五
常
也
、
下
世
之
入
、
亦
所
懐
五
常
也
」

「
夫
上

世
之

士
、
今
世
之
士
也
、
倶
含
仁
義
之
性
、
則
其
遭
事
、
並
有
奮
身
之
節
」
、
と
い
う
、
人
（
特
に
士
）
の
、
精
神
的
、
道
徳

的

な
面
で
の
時
間
的
等
質
を
導
き
出
す
。
か
か
る
観
点
か
ら
、

　
　
夫
ヒ
世
治
者
、
聖
人
也
、
下
世
治
者
、
亦
聖
入
也
。
聖
人
之
徳
、
善
後
不
殊
、
則
其
治
世
、
占
今
不
異
。
…
帝
王
治
世
、
百
代

　
　
同
道
。

と
い
う
、
君
主
の
政
治
は
古
今
に
わ
た
り
時
間
的
に
等
質
、
し
た
が
っ
て
等
価
で
あ
る
と
す
る
主
張
が
な
さ
れ
る
。
「
気
」
が
「
自

然
」
な
る
も
の
と
し
て
持
つ
と
さ
れ
た
時
間
的
等
質
性
が
、
古
今
の
歴
史
に
、
機
械
的
、
無
限
定
的
に
適
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
篇
で
は
、
右
の
よ
う
な
論
理
に
立
っ
て
、
「
上
世
」
の
「
人
」
（
「
士
」
「
民
」
）
が
生
理
的
・
精
神
的
に
「
下
世
」
二
今
世
」

と
も
）
の
そ
れ
に
優
る
と
す
る
、
「
高
古
而
下
今
」
「
尊
古
卑
今
」
の
説
へ
の
非
難
が
な
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
は
、
漢
代
儒
教
の
尚
古

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ね

思
想
が
流
れ
や

す

い
、
上
古
の
世
を
理
想
化
す
る
の
と
反
比
例
し
て
後
代
な
い
し
現
在
を
価
値
的
に
劣
位
に
置
く
傾
向
へ
の
批
判
と
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な
っ
て
い
る
。
同
時
に
右
の
よ
う
な
論
理
は
、
「
大
漢
之
徳
不
劣
於
唐
虞
也
」
と
、
漢
王
朝
を
尭
・
舜
な
ど
に
並
ぶ
も
の
と
し
て
賛

美
す

る
根
拠
と
も
な
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
大
漢
論
で
あ
っ
て
、
他
篇
に
も
、
「
方
今
聖
世
、
尭
舜
之
主
、
流
布
道
化
」
（
講
瑞
）
「
夫
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
1
0
｝

徳
化
則

周
不
能
過
漢
」
（
宣
漢
）
等
々
と
表
明
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
大
漢
論
に
は
ま
た
、
祥
瑞
説
が
附
着
す
る
。
王
充
は
、
「
論
符
瑞
則
漢
盛
於
周
」
（
宣
漢
）
と
し
て
、
漢
代
に
も
上
古
に
劣
ら
ず
さ

ま
ざ
ま
の
祥
瑞
が
発
生
し
た
と
説
く
。
彼
は
、
祥
瑞
を
も
「
気
」
の
概
念
に
よ
っ
て
解
釈
し
、
そ
れ
を
「
和
気
」
の
生
ず
る
所
と
す

る
（
講
瑞
・
指
瑞
）
。
か
つ
、
「
物
生
為
瑞
、
人
生
為
聖
、
同
時
倶
然
、
時
其
長
大
璽
胴
、
相
逢
遇
実
」
（
指
瑞
）
「
君
徳
遭
賢
、
時
適

当
平
、
嘉
物
奇
瑞
偶
至
」
（
ト
笈
）
の
よ
う
に
、
祥
瑞
と
人
事
、
ま
た
「
君
徳
」
と
「
時
」
の
間
に
偶
然
論
を
介
在
さ
せ
、
人
君
の

治
へ
の
「
吉
凶
之
応
」
は
「
天
道
自
然
」
で
あ
る
と
す
る
（
ト
笹
）
。
し
た
が
っ
て
彼
の
祥
瑞
説
は
、
漢
代
儒
教
の
天
人
相
関
説
的

な
そ

れ

と
は
異
質
な
も
の
と
な
っ
た
。
し
か
し
反
面
、
か
く
祥
瑞
に
関
し
て
、
彼
の
運
命
論
の
な
か
の
偶
然
論
が
主
張
さ
れ
た
こ
と

は
、
祥
瑞
を
必
然
ー
偶
然
性
（
「
自
然
」
性
）
の
も
と
に
生
起
す
る
も
の
と
し
て
認
め
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
祥
瑞
は
、
尭
・
舜
や

周
の
盛
世
と
同
じ
く
（
あ
る
い
は
そ
れ
に
も
増
し
て
）
漢
代
に
も
、
「
自
然
」
に
生
ず
る
と
さ
れ
、
そ
の
こ
と
が
、
漢
は
唐
虞
に
劣

ら
ず
と
す
る
大
漢
論
の
一
つ
の
支
柱
を
な
し
た
。
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以
上

に
は
、
「
命
」
の
思
想
と
大
漢
論
と
に
即
し
て
、
王
充
の
歴
史
に
対
す
る
態
度
を
概
観
し
た
。
彼
自
身
の
時
代
の
王
朝
と
し

て
の
漢

は
、
右
の
前
者
に
よ
れ
ば
、
王
者
た
る
べ
き
必
然
の
「
命
」
を
、
命
定
論
的
意
味
に
お
い
て
具
え
る
も
の
と
さ
れ
、
ま
た
後

者
に
よ
れ
ば
、
尭
・
舜
や
周
に
等
し
い
「
徳
」
や
符
瑞
を
、
「
気
」
の
不
変
性
に
も
と
つ
い
て
有
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
前
者



は
、
漢
王
朝
を
ば
、
先
行
す
る
「
五
代
」
と
同
じ
く
「
天
命
」
を
稟
け
た
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
る
が
、
後
者
は
こ
れ
に
、
「
五

代
」
に
優
る
と
も
劣
ら
ぬ
実
質
（
「
徳
」
と
符
瑞
）
を
付
与
す
る
の
で
あ
り
、
両
者
は
あ
い
と
も
な
っ
て
、
漢
王
朝
を
正
当
化
す
る

構
造
を
な
し
て
い
る
。

　

こ
の
両
者
を
通
ず
る
発
想
の
特
質
と
し
て
、
歴
史
の
自
己
完
結
性
と
い
う
べ
き
も
の
が
あ
る
。
1

　

「
命
」
の
思
想
に
あ
っ
て
は
、
王
朝
の
稟
受
し
た
「
命
」
の
必
然
性
と
は
「
気
」
に
も
と
つ
く
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
「
非

徳
化

也
」
「
非
人
力
也
」
、
す
な
わ
ち
、
現
実
の
君
主
な
ど
為
政
者
の
資
質
や
そ
の
行
動
の
是
非
に
関
係
な
く
、
人
為
の
外
側
に
お
い

て

「
自
然
」
の
ま
ま
に
現
出
し
進
行
す
る
の
で
あ
り
、
か
か
る
歴
史
と
は
究
極
的
に
、
「
気
」
の
自
己
運
動
に
ほ
か
な
ら
ぬ
の
で
あ

る
。
ま
た
、
大
漢
論
の
根
拠
を
な
す
、
古
今
の
等
質
不
変
と
い
う
論
理
に
お
い
て
は
、
人
の
精
神
や
行
為
自
体
が
、
「
気
」
の
時
間

的
等
質
性
の
も
と
に
あ
る
と
さ
れ
る
か
ら
、
（
「
尊
古
卑
今
」
へ
の
批
判
が
な
さ
れ
る
反
面
）
こ
こ
で
も
、
人
為
が
歴
史
に
変
化
を
生

ぜ

し
め
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
斉
世
篇
に
「
尭
舜
之
禅
、
湯
武
之
誌
、
皆
有
天
命
、
非
優
劣
所
能
為
、
人
事

所

能
成
也
」
と
い
う
よ
う
に
、
政
治
上
の
変
化
が
起
こ
っ
て
も
そ
れ
は
、
「
天
命
」
1
「
天
」
を
根
源
と
す
る
「
気
」
の
発
現
と
し

て
の

「
命
」
ー
に
よ
る
、
と
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
大
漢
論
の
古
今
等
質
の
論
理
と
「
命
」
の
思
想
と
の
接
合
に
よ
っ
て
、
歴
史
か

ら
「
人
事
」
の
主
体
性
が
除
去
さ
れ
て
い
る
、
と
い
え
よ
う
。

　

右
の
自
己
完
結
性
は
、
王
充
の
用
語
を
も
っ
て
す
れ
ば
「
自
然
」
性
と
も
呼
び
う
る
が
、
そ
れ
は
、
彼
の
思
想
の
基
軸
を
な
す

「
気
」
の
概
念
そ
の
も
の
の
性
格
に
、
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。
彼
の
い
う
「
気
」
と
は
、
「
雲
煙
の
若
き
」
（
変
虚
・
自
然
等
）
無

定

型
の
物
質
で
あ
り
、
万
物
の
構
成
要
素
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
前
述
の
よ
う
に
時
間
的
に
等
質
不
変
な
存
在
で
、
か
つ
そ
の
運
動
の

し
か
た
は
、
「
夫
天
覆
於
上
、
地
堰
於
下
、
下
気
丞
…
上
、
上
気
降
下
、
万
物
自
生
其
中
間
　
」
（
自
然
）
「
陰
陽
之
気
、
凝
而
為
人
、

一 10一



年
終
寿
尽
、
死
還
為
気
」
（
論
死
）
の
よ
う
な
、
非
発
展
的
な
循
環
、
聚
散
、
自
己
運
動
の
反
復
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
か
か
る

「
気
」
の
概
念
は
、
素
朴
唯
物
論
的
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
、
「
気
」
を
原
因
と
す
る
万
物
の
存
在
・
運
動
も
、
非
発

展

的
、
自
己
完
結
的
な
も
の
で
し
か
あ
り
え
ぬ
。
当
然
、
「
気
」
の
発
現
の
ひ
と
つ
の
か
た
ち
と
し
て
の
、
国
家
・
王
朝
の
「
命
」

に

し
て
も
、
「
昌
必
有
衰
、
興
必
有
廃
、
興
昌
非
徳
所
能
成
、
然
則
衰
廃
非
徳
所
能
敗
也
、
昌
衰
興
廃
、
皆
天
時
也
」
（
治
期
）
と
い

う
興
廃
の
反
復
と
さ
れ
、
「
自
然
」
ー
必
然
的
（
人
に
と
っ
て
は
偶
然
的
）
に
進
み
行
く
も
の
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
王
充
は
斉
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
U
）

篇
で
は
、
漢
代
儒
家
と
同
様
の
文
質
や
忠
・
敬
・
文
の
循
環
を
論
じ
て
お
り
、
こ
れ
は
「
尊
占
卑
今
」
批
判
に
も
関
連
す
る
が
、
ま

た
、
歴
史
が
自
己
完
結
的
な
興
廃
の
反
復
と
さ
れ
た
こ
と
の
帰
結
で
も
あ
る
の
は
、
文
質
の
循
環
を
「
世
有
盛
衰
、
衰
極
久
有
弊
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
㍑
｝

…
」
と
説
明
し
て
い
る
所
に
も
現
れ
て
い
る
ご
と
く
で
あ
る
。

三
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王

充
の

思

想
を
歴
史
意
識
と
い
う
問
題
関
心
か
ら
見
る
と
き
、
そ
れ
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
－

　

『
論

衡
』
自
紀
篇
・
『
後
漢
書
』
本
伝
な
ど
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
王
充
は
生
涯
の
大
部
分
を
郷
里
の
地
方
官
吏
と
し
て
過
し

た
の
で
あ
り
、
し
ば
し
ば
い
わ
れ
る
ご
と
く
、
『
論
衡
』
に
は
そ
こ
か
ら
来
る
不
遇
感
が
う
か
が
わ
れ
る
が
、
半
面
、
彼
は
地
方
官

と
し
て
有
能
で
あ
り
、
自
ら
そ
の
職
に
あ
っ
た
功
曹
に
つ
い
て
「
衆
吏
之
率
」
「
功
曹
之
官
、
相
国
是
也
」
（
遭
虎
）
と
記
す
よ
う
な

自
負
を
抱
い
て
も
い
た
。
王
充
の
出
身
階
層
に
つ
い
て
は
種
々
の
見
解
が
あ
る
が
、
か
つ
て
呉
則
虞
氏
が
、
彼
は
「
一
般
地
主
で
商

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⌒
日
〉

業
を
も
営
ん
で
い
た
」
家
の
出
身
で
、
「
中
小
地
主
階
層
の
要
求
を
反
映
す
る
」
思
想
家
と
し
た
の
が
、
私
に
は
最
も
共
感
で
き
る
。



こ
う
し
た
立
場
に
あ
っ
た
彼
に
お
い
て
、
国
家
と
社
会
の
安
定
が
希
求
さ
れ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
し
、
後
漢
初
期
、
明
帝
・

章
帝
期
の
政
治
状
況
は
、
こ
の
希
求
を
ほ
ぼ
満
た
し
う
る
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
が
、
「
命
」
の
思
想
と
大
漢
論
（
祥
瑞
説
を
伴
う
）

と
に
よ
り
漢
王
朝
を
正
当
化
し
賛
美
し
た
の
は
、
こ
の
意
味
で
当
然
で
あ
っ
た
。
そ
の
限
り
で
は
、
班
彪
・
班
固
、
更
に
は
買
達

（王

充
は
買
蓬
を
班
固
と
並
称
し
て
い
る
〈
別
通
・
須
頒
・
侠
文
〉
）
の
よ
う
な
、
彼
に
前
後
す
る
時
代
の
知
識
人
た
ち
の
漢
王
朝
擁

護
・
礼
賛
と
い
う
共
通
感
覚
を
、
彼
も
分
有
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
E
充
に
は
ま
た
、
同
時
代
の
思
想
的
風
潮
と
比
較
し
て
の
、
独
自
の
姿
勢
と
い
う
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
。

　
後

漢
初
め
に
盛
行
し
て
い
た
図
識
説
は
、
歴
史
に
予
言
を
持
ち
こ
み
、
そ
れ
を
介
し
て
決
定
論
1
1
必
然
論
の
杭
を
打
ち
こ
む
も
の

で
あ
っ
た
。
王
充
は
、
実
知
・
知
実
両
篇
で
、
聖
人
が
未
来
を
7
1
．
言
す
る
能
力
を
持
つ
と
す
る
儒
者
の
論
を
批
判
し
、
「
孔
子
将
死
、

遺

識
書
、
…
」
の
説
を
「
虚
」
で
あ
る
と
す
る
（
実
知
）
。
こ
れ
は
、
王
充
に
お
い
て
は
、
「
気
」
の
発
現
と
し
て
の
「
命
」
が
、
前

述
の

よ
う
に
必
然
で
あ
る
と
と
も
に
不
可
知
・
偶
然
と
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
り
、
彼
に
と
っ
て
の
漢
E
朝
は
、
聖
人

の
遺

し
た
識
に
よ
っ
て
予
言
さ
れ
た
と
い
う
意
味
で
の
聖
な
る
も
の
で
は
あ
り
得
ぬ
こ
と
と
な
る
。
図
識
説
と
彼
の
説
で
は
、
と
も

に
必
然
論
と
は
い
え
て
も
、
か
く
性
質
が
異
な
る
。

　
班
彪
の

「
王

命

論
」
は
、
「
帝
王
之
荘
」
は
祖
先
の
徳
業
に
も
と
つ
く
と
し
、
そ
の
意
味
で
の
応
報
論
に
よ
り
、
君
主
の
世
系
を

特
定
化

し
、
有
命
論
的
決
定
論
を
根
拠
づ
け
て
い
た
。
王
充
は
、
命
義
篇
で
い
わ
ゆ
る
＝
、
命
の
う
ち
の
「
随
命
」
を
否
定
し
て
い
る

よ
う
に
、
応
報
論
的
思
考
を
斥
け
る
（
な
お
福
虚
・
禍
虚
篇
参
照
）
。
班
彪
の
有
命
論
と
王
充
の
命
定
論
と
は
類
似
す
る
所
が
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
1
4
へ

が
、
し
か
し
、
前
者
が
儒
教
的
な
応
報
論
と
接
合
し
て
、
「
窮
達
有
命
、
吉
凶
由
人
」
と
も
説
く
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
は

「
気
」
の
概
念
に
立
つ
必
然
ー
偶
然
論
な
の
で
、
応
報
論
的
思
考
と
は
あ
い
容
れ
な
い
。
王
充
に
あ
っ
て
は
歴
代
の
王
朝
は
、
遠
祖
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の
徳

業
な
ど
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
た
だ
「
自
然
」
な
る
「
気
」
の
発
現
た
る
「
命
」
に
よ
っ
て
必
然
的
に
王
者
に
な
っ
た
も
の
と

さ
れ
る
。
彼
に
と
っ
て
の
漢
王
朝
は
、
「
命
」
（
及
び
大
漢
論
）
に
よ
っ
て
正
当
化
は
さ
れ
る
が
、
班
彪
に
お
け
る
ご
と
く
、
「
神

明
」
に
通
じ
「
鬼
神
」
に
饗
け
ら
れ
た
世
系
と
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
こ
の
相
違
は
も
ち
ろ
ん
、
「
王
命
論
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
な

漢
代
儒
教
的
天
命
説
を
、
王
充
が
認
め
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

　
班

固
が
、
劉
氏
は
尭
氏
の
後
、
火
徳
で
あ
り
、
図
識
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
た
も
の
と
す
る
、
決
定
論
1
1
必
然
論
的
な
歴
史
へ
の
見

方
に
立
っ
て
、
漢
王
朝
を
神
聖
化
し
た
の
に
対
し
、
E
充
は
、
「
気
」
の
思
想
に
も
と
つ
い
て
漢
王
朝
を
正
当
化
し
た
。
E
充
の
命

定

論
は
、
王
朝
の
「
天
命
」
稟
受
を
も
、
「
気
」
の
「
自
然
」
な
運
動
の
一
つ
の
結
果
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
の
漢
王
朝
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
1
5
｝

当
化
は
、
神
聖
化
を
伴
わ
な
い
。
班
固
は
「
典
引
」
で
、
「
玄
聖
」
孔
子
が
天
に
命
ぜ
ら
れ
漢
の
た
め
に
制
を
立
て
た
、
と
し
た
。

王

充
に

も
、
「
春
秋
、
漢
之
経
、
孔
子
制
作
、
垂
遺
於
漢
」
（
程
材
）
「
春
秋
為
漢
制
法
」
（
須
頒
）
「
文
王
之
文
、
伝
在
孔
子
、
孔
子

為
漢
制
文
、
伝
在
漢
也
」
（
侠
文
）
と
い
う
、
『
春
秋
』
は
漢
の
た
め
に
制
作
さ
れ
た
と
す
る
説
が
あ
る
。
董
仲
針
ら
の
「
新
王
」
説

を
受
け
た
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
王
充
は
聖
人
の
予
知
能
力
を
否
定
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
に
お
い
て
は
孔
子
は
漢
朝
の
予
言

者
な
の
で
は
な
く
、
『
春
秋
』
は
（
「
人
道
」
「
王
道
」
を
完
備
し
た
書
〈
正
説
〉
で
は
あ
っ
て
も
）
識
の
ご
と
き
予
言
書
な
の
で
は

　
⌒
賄
）
な
い
。
班
固
と
の
相
違
は
そ
こ
に
も
存
す
る
。
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王

充
の
歴
史
意
識
が
投
げ
か
け
た
問
題
と
し
て
、
な
お
、
若
干
の
事
柄
を
指
摘
し
え
よ
う
。

（
一
）
王

充
が
そ
の
思
想
の
基
軸
と
し
た
「
気
」
の
概
念
の
性
格
よ
り
し
て
、
王
朝
の
稟
け
た
「
命
」
は
、
君
主
の
資
質
や
そ
の
行

動
の

是
非
と
は
無
関
係
と
さ
れ
た
。
よ
っ
て
、
儒
家
の
説
に
お
け
る
ご
と
き
、
王
者
の
受
命
を
そ
の
道
徳
的
善
性
に
結
合
す
る
考
え



方
（
初
稟
篇
に
い
う
「
修
己
行
善
、
善
行
聞
天
、
天
乃
授
以
帝
王
之
命
也
」
）
が
否
定
さ
れ
、
班
彪
に
見
ら
れ
た
ご
と
き
応
報
論
も

否
定

さ
れ
る
。
天
子
な
い
し
そ
の
世
系
を
、
道
徳
的
意
味
に
お
い
て
衆
人
に
優
る
と
し
て
特
殊
化
す
る
こ
と
は
、
彼
の
論
理
か
ら
は

成
立
し
な
い
。

（
二
）
王
朝
の
「
命
」
、
そ
の
治
乱
興
廃
の
歴
史
は
、
王
充
に
よ
れ
ば
、
「
気
」
の
自
己
運
動
の
発
現
と
し
て
「
自
然
」
に
進
行
す
る

の

で

あ
り
、
人
為
に
よ
り
変
化
す
る
こ
と
が
な
い
。
ま
た
、
君
主
の
政
治
行
為
が
陰
陽
の
気
に
作
用
を
及
ぼ
し
自
然
現
象
に
影
響
を

与
え
る
と
す
る
、
漢
代
儒
家
の
災
異
説
も
、
彼
に
あ
っ
て
は
容
認
さ
れ
え
な
い
。
「
災
異
」
「
災
変
」
が
言
わ
れ
て
も
、
そ
れ
は
、

「
風
気
不

和
」
（
謎
告
）
の
結
果
、
「
天
地
之
気
」
（
講
瑞
）
に
よ
る
現
象
で
あ
り
、
「
瑞
応
猶
災
変
也
」
（
同
）
、
前
述
の
祥
瑞
と
同
様

に

解

釈
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
意
味
で
、
国
家
・
王
朝
の
歴
史
は
、
「
気
」
の
自
己
運
動
に
，
方
的
に
従
属
し
て
お
り
、
天
子
は

歴
史
と
自
然
と
に
対
し
主
体
性
を
持
た
ぬ
こ
と
と
な
る
。

（
三
）
王
充
に
よ
れ
ば
、
漢
王
朝
も
、
先
行
す
る
諸
王
朝
と
同
じ
く
、
「
昌
必
有
衰
、
興
必
有
廃
」
、
衰
滅
す
べ
き
「
天
時
」
を
必
ず

有
す

る
こ
と
と
な
る
。
し
か
も
そ
れ
は
予
測
も
変
更
も
さ
れ
え
な
い
。
か
く
王
朝
の
命
数
の
有
限
性
を
明
確
に
認
め
る
考
え
方
は
、

王
充
自
身
が
生
き
て
い
た
、
後
漢
初
の
政
情
安
定
期
と
い
う
背
景
が
も
し
失
わ
れ
れ
ば
、
彼
自
身
の
漢
王
朝
へ
の
賛
美
の
態
度
と
は

逆
の
方
向
へ
、
す
な
わ
ち
、
現
王
朝
の
衰
滅
の
必
然
性
を
強
調
す
る
立
場
、
更
に
は
、
新
た
な
国
家
の
出
現
を
も
待
望
す
る
姿
勢
へ

と
、
移
行
し
う
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
右
の
よ
う
な
事
柄
は
、
先
に
見
た
、
王
充
が
同
時
代
の
思
想
的
風
潮
に
対
し
て
持
っ
て
い
た
独
自
性
と
と
も
に
、
思
想
構
造
的
に

は
、
彼
の
歴
史
意
識
の
発
想
の
特
質
と
し
て
の
自
己
完
結
性
（
「
自
然
」
性
）
、
そ
し
て
そ
の
根
底
に
あ
る
「
気
」
の
概
念
の
性
格
に
、

由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。
歴
史
を
「
気
］
の
自
己
運
動
と
し
、
か
つ
人
為
か
ら
切
り
離
す
の
が
、
彼
の
究
極
の
立
場
で
あ
っ
た
。
か
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か

る
「
気
」
の
思
想
の
立
場
か
ら
は
、
王
朝
・
国
家
の
歴
史
に
対
し
て
も
、
自
己
を
そ
れ
と
完
全
に
は
一
体
化
さ
せ
ず
、
あ
る
距
離

を
間
に
置
い
て
、
考
え
る
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
「
今
上
韓
即
命
、
未
有
褒
載
、
論
衡
之
人
、
為
此
畢
精
」
（
須
頒
）
と
、

三
旦
漢
」
の
思
い
を
顕
わ
に
し
な
が
ら
、
し
か
も
王
充
は
、
「
在
占
荒
流
之
地
」
（
同
）
と
い
う
ご
と
く
辺
地
に
あ
り
、
階
層
的
に
も
、

特

権
的
な
高
級
官
僚
、
大
豪
族
で
は
な
か
っ
た
か
ら
、
皇
帝
か
ら
は
遥
か
に
遠
い
所
に
い
た
。
こ
う
し
た
意
味
で
の
い
わ
ば
孤
立
こ

そ

が
、
右
の
よ
う
な
距
離
を
置
く
立
場
を
、
彼
に
与
え
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

　

し
か
も
ま
た
、
歴
史
を
自
己
完
結
的
な
も
の
と
し
て
見
る
E
充
の
立
場
に
あ
っ
て
は
、
彼
自
身
も
ま
た
歴
史
の
外
側
に
身
を
置
い

て
い

る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
歴
史
の
な
か
で
の
自
己
の
存
在
の
意
味
の
認
識
、
あ
る
い
は
主
体
的
な
自
己
規
定
は
、
つ
い
に
な
さ
れ

得
ぬ

で

あ
ろ
う
。
王
充
の
思
想
全
体
を
通
じ
て
の
独
自
性
が
、
主
に
、
「
疾
虚
妄
」
（
侠
文
）
「
立
真
偽
之
平
」
（
対
作
）
と
い
う
ご
と

き
同
時
代
思
想
批
判
に
あ
っ
て
、
国
家
の
あ
り
方
へ
の
主
体
性
に
も
と
つ
い
た
提
言
に
は
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
れ
は
、
彼
の
歴
史
意

識
の
面
に
も
現
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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注（
1
）
　
歴
史
意
識
な
る
語
に
つ
い
て
の
私
と
し
て
の
解
釈
は
、
拙
稿

　
　
三
）
に
記
し
た
。

（
2
）
　
拙
稿
「
董
仲
欝
に
お
け
る
歴
史
意
識
の
問
題
」
（
「
哲
学
研
究
」

（
3
）
　
班
彪
に
先
立
っ
て
は
、
楮
少
孫
の
『
史
記
』
三
代
世
表
補
に
、

「
中
国
古
代
歴
史
意
識
の
｝
考
察
」
（
「
京
都
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
」
三

五

五
九
、
京
都
哲
学
会
）
。

黄
帝
の
子
孫
た
る
舜
・
萬
・
契
・
后
稜
が
、

黄
帝
の
徳
沢
に
よ
り
（
自
身



　
　
あ
る
い
は
そ
の
後
に
）
天
子
と
な
っ
た
と
し
、
「
夫
布
衣
匹
夫
、
安
能
無
故
而
起
王
天
下
乎
、
其
有
天
命
然
」
と
い
う
。
た
だ
し
、
劉
氏
に

　
　

つ
い

て
は
述
べ
て
い
な
い
。

（
4
）
　
こ
れ
ら
が
図
識
の
類
を
意
味
す
る
こ
と
、
沈
欽
韓
『
後
漢
書
疏
証
』
に
、
「
春
秋
説
題
辞
」
「
易
通
卦
験
」
「
尚
書
中
候
」
「
春
秋
運
斗
枢
」

　
　

を
引
く
ご
と
く
で
あ
ろ
う
。

（
5
）
　
類
似
の
説
は
班
固
よ
り
前
、
王
葬
の
時
の
郵
憧
の
上
書
（
『
後
漢
書
』
郵
揮
伝
）
、
光
武
の
代
の
蘇
寛
が
劉
襲
に
与
え
た
書
（
同
蘇
寛
伝
）

　
　
に

も
み
え
る
。
ま
た
後
漢
初
に
蜀
に
割
拠
し
た
公
孫
述
は
、
こ
の
説
を
自
己
の
た
め
に
逆
用
し
た
（
同
公
孫
述
伝
）
。

（
6
）
　
王
充
は
、
「
貧
賎
自
至
」
「
富
貴
自
得
」
を
、
春
夏
秋
冬
の
変
化
や
「
日
朝
出
而
暮
入
」
の
ご
と
き
「
天
道
自
然
」
に
喩
え
る
（
命
腺
）
。

　
　
彼
の

「
自
然
」
と
は
、
「
気
」
の
存
在
・
運
動
の
自
己
完
結
性
を
意
味
す
る
も
の
で
、
自
然
現
象
の
規
則
性
が
考
察
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な

　
　

い
。
「
気
」
の
「
自
然
」
性
に
つ
い
て
は
後
に
も
触
れ
る
。

（
7
）
　
　
「
命
」
「
時
」
を
並
称
す
る
こ
と
、
「
仕
宙
貴
賎
、
治
産
貧
富
、
命
与
時
也
」
（
命
緑
）
「
命
当
貴
、
時
適
平
、
期
当
乱
、
祓
遭
衰
」
（
偶

　
　
会
）
「
凡
人
窮
達
禍
福
之
至
、
大
之
則
命
、
小
之
則
時
」
（
福
虚
）
な
ど
の
よ
う
に
も
見
え
る
。

（
8
）
　
も
と
初
乗
に
作
る
が
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
宋
本
に
拠
り
改
め
る
。
初
稟
篇
に
、
「
夫
王
者
、
天
下
之
翁
也
、
稟
命
定
於
身
中
燃
湖
与
」
「
夫

　
　
王
者
、
天
下
之
雄
也
、
其
命
当
王
、
王
命
定
於
懐
妊
」
等
と
い
う
。

（
9
）
　
前
掲
拙
稿
（
注
2
＞
に
私
見
を
記
し
た
。

（
1
0
∀
　
た
だ
し
、
王
充
の
立
場
か
ら
は
、
漢
が
そ
れ
に
匹
敵
す
る
と
さ
れ
る
尭
・
舜
や
周
の
世
が
、
現
実
性
か
ら
隔
絶
し
た
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
と
し
て

　
　
見

ら
れ
る
こ
と
は
不
都
合
で
あ
ろ
う
。
彼
が
語
増
・
儒
増
・
藝
増
各
篇
で
、
尭
・
舜
や
武
王
の
徳
に
つ
い
て
の
儒
家
の
説
を
「
増
」
（
誇

　
　
張
）
で
あ
る
と
し
、
「
周
之
取
股
、
与
漢
秦
一
実
也
」
（
語
増
）
と
も
い
う
ご
と
き
古
伝
承
批
判
を
行
っ
た
の
は
、
こ
の
点
か
ら
も
当
然
で
あ

　
　
っ
た
。

（
1
1
）
　
循
環
論
、
ま
た
そ
れ
が
尚
古
思
想
の
「
卑
今
」
的
傾
向
を
抑
止
す
る
機
能
を
持
つ
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿
（
注
2
）
に
私
見
を
述
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べ
た
。

（
1
2
）
　
国
家
・
王
朝
の
「
命
」
が
、
か
よ
う
に
興
廃
の
反
復
と
し
て
、
か
つ
君
主
な
ど
為
政
者
の
人
為
に
左
右
さ
れ
ぬ
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
る

　
　
場

合
、
そ
れ
は
、
国
家
・
王
朝
を
構
成
す
る
個
々
人
の
「
命
」
に
優
位
し
そ
れ
を
支
配
す
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
も
ま
た
、
国
家
・
王
朝
の

　
　
「
命
」
（
興
廃
な
ど
の
実
態
）
は
、
具
体
的
に
は
、
そ
れ
を
構
成
す
る
個
々
人
の
「
命
一
と
い
う
形
で
し
か
検
証
さ
れ
え
ぬ
で
あ
ろ
う
。
そ
こ

　
　
に
一
種
の
ア
ポ
リ
ア
が
あ
る
が
、
王
充
が
、
「
国
命
」
は
「
上
天
」
の
「
衆
星
」
に
繋
が
る
と
し
つ
つ
、
し
か
も
そ
れ
は
個
々
人
の
「
命
」

　
　
（
「
衆
星
之
精
」
に
も
と
つ
く
）
の
総
和
で
あ
る
に
止
ま
ら
ず
「
人
命
に
勝
つ
」
も
の
と
し
た
（
前
論
参
照
）
の
は
、
右
の
ア
ポ
リ
ア
が
解
決

　
　

さ
れ
ぬ
ま
ま
、
「
国
命
」
の
概
念
に
不
透
明
性
が
残
っ
た
こ
と
を
示
す
。

（
1
3
）
　
　
「
《
論
衡
》
的
構
成
及
其
唯
物
主
義
的
特
点
」
二
哲
学
研
究
」
．
九
六
．
．
1
四
、
哲
学
研
究
雑
誌
社
）
。
比
較
的
最
近
に
は
、
任
継
愈
氏
主

　
　
編
『
中
国
哲
学
発
展
史
』
（
秦
漢
、
人
民
出
版
社
、
五
一
〇
ペ
ー
ジ
）
で
は
、
王
充
は
「
下
層
普
通
地
主
階
級
」
の
「
思
想
代
表
」
で
あ
る

　
　
と
し
て
い
る
。

　
　
　
な
お
、
王
充
の
伝
記
の
研
究
は
数
多
い
が
、
詳
細
な
も
の
と
し
て
近
く
、
周
桂
釧
氏
の
「
王
充
評
伝
」
（
「
中
国
思
想
家
評
伝
叢
書
」
二
四

　
　
『
桓
講
王
充
評
伝
』
所
収
、
南
京
大
学
出
版
社
）
が
あ
る
。

（
1
4
）
　
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
漢
代
の
応
報
思
想
」
（
「
東
京
支
那
学
報
」
六
）
で
、
不
十
分
な
が
ら
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。

（
1
5
）
　
彼
は
「
方
今
聖
世
」
（
講
瑞
、
前
引
）
と
は
い
う
が
、
こ
れ
は
漢
が
尭
・
舜
の
世
に
劣
ら
ぬ
こ
と
を
説
く
も
の
で
あ
り
、
そ
の
尭
・
舜
に

　
　
し
て
も
、
儒
家
の
教
説
に
い
わ
れ
る
ご
と
き
聖
帝
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、
二
．
増
各
篇
に
見
ら
れ
る
ご
と
く
で
あ
る
（
注
1
0
参
照
）
。

（
1
6
）
　
程
材
篇
で
は
、
「
法
令
、
漢
家
之
経
」
と
す
る
見
解
に
対
し
て
、
「
五
経
亦
漢
家
之
所
立
、
儒
生
善
政
大
義
、
皆
出
其
中
。
董
仲
箭
表
春
秋

　
　
之

義
、
稽
合
於
律
、
無
乖
異
者
。
」
と
し
て
、
本
文
に
引
い
た
ご
と
く
い
い
、
侠
文
篇
で
は
、
秦
始
皇
の
挾
書
の
律
、
前
漢
の
経
学
興
起
よ

　
　

り
、
明
帝
・
章
帝
の
好
文
に
至
る
ま
で
の
学
術
の
略
史
を
記
し
「
漢
今
為
盛
、
故
文
繁
湊
也
」
と
し
て
、
本
文
に
引
い
た
ご
と
く
い
う
。
こ

　
　
れ

ら
に
よ
れ
ば
王
充
は
、
孔
子
の
遺
し
た
経
が
、
漢
代
の
学
術
振
興
の
結
果
、
「
善
政
大
義
」
の
基
準
と
し
て
政
治
的
有
効
性
を
発
揮
す
る

　
　
に

至

っ

た
、
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
孔
子
が
漢
朝
を
予
知
し
て
経
を
作
っ
た
と
は
し
て
い
な
い
。
（
な
お
凌
曙
『
公
羊
問
答
』
巻
下
参
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［附
記
］
紙
幅
の
制
約
の
た
め
、
参
考
と
し
た
研
究
文
献
の
注
記
を
、
や
む
を
得
ず
省
略
し
た
。

昭
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